
特定検診 \400～\1,200(受診券に表示) 乳がん検診 ¥1,370

胃がん検診 ¥3,140 子宮がん検診 \1,360頸がん(+\1,260体がん)

肺がん検診 ¥680 PSA検査(50才以上） ¥1,000

大腸がん検診 ¥600 肝炎ウィルス検査 \0(1回限り)

          横浜市検診オプション検査のご案内

血液ピロリ検査 

・血液検査でピロリ菌に感染しているかどうかを調べます。

・ピロリ菌に感染すると慢性萎縮性胃炎を経て一部は胃がんを引き起こすことが認められており、

　ピロリ菌陽性の場合は除菌をお勧めしております。

・胃潰瘍・十二指腸潰瘍を繰り返している方は除菌すると再発のリスクが少なくなると言われて

　います。

料金　　　　　\　2,160　

胸部CT検査

※喫煙歴や家族歴の問診などを踏まえた上で診察後にお勧めしております。

・胸部X線でわかりにくい微少な病変を発見することが出来ます。

・肺気腫の程度、肺の健康度もわかるので喫煙者・家族歴（がん）のある方にお勧めです。

料金 　　　　\　12,960　

骨塩量（骨密度）検査　　

・腕に微量のX線をあて、骨量を測定します。骨の強度を調べる検査です。

　生活改善・投薬・注射などで進行を防ぐことが出来ます。

・若い方々に早めの予防として検査をお勧めしております。

 料金　　　　　\　3,240　

HPV検査 （子宮がん検診を受けられる方）

※20代は一過性の感染が多く見られるので30才以上の方にお勧めしております。

・子宮頸がんはHPVウィルスが原因と言われており、この検査はHPVウィルスの中でも

　発がんリスクの高いウィルスに感染しているかどうかを調べる検査です。

・細胞診検査でとった細胞で検査が可能です。

・通常の細胞診検査と組み合わせることにより子宮頸がん検診の精度が高くなります。

 料金　　　　　\　5,400　

　 　   横浜市検診(満40才)の項目と料金

・骨粗鬆症とは、骨量が減り骨がもろくなって骨折しやすくなる病気です。


